
仕事と介護の両立支援

大成建設株式会社
2020年9月2日（水）



１．大成建設について

２．両立支援の3本柱
①情報提供 ②制度拡充 ③介護サポートプログラム

３．新型コロナウイルスを踏まえた取組

４．取組を通じて~今後の支援策～
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1



１．大成建設について

１．会社名 大成建設株式会社

２．本 社 東京都新宿区西新宿１－２５－１

３．設 立 １９１７年（大正６年）

４．資本金 １,２２７億円

５．売上高 １７，５１３億円（2020年3月期）

６．従業員数 ８、５０７名（2020年３月末）

７．事業内容 建築、土木、設計施工、ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ、都市開発、不動産環境保全ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
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新橋停車場

南北備讃瀬戸大橋

横浜ランド
マークタワー

東京都
第一本庁舎

ボスポラス
海峡横断鉄道トンネル

１．大成建設について（施工物件）

ボスポラス海峡

鹿鳴館

地図に残る仕事。

国立競技場
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③ 介護サポートプログラム

２．両立支援の3本柱

①情報提供
1．セミナー、相談会
2．情報誌の配付、

e-ラーニング等

② 制度の拡充
１．制度について
２．実例
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①介護セミナー ②介護相談会（2ヶ月に1回開催）

介護セミナー累計2001名参加（2020年8月末現在）

集合型、VR体験型、体験談共有型、オンライン型等 対面型、電話、オンライン型等

周知方法

２．両立支援の３本柱（①情報提供）
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③介護のしおり配布 ④e-ラーニング実施
介護保険被保険者となる40才の社員に毎年配布

全社員対象

２．両立支援の３本柱（①情報提供）
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２．両立支援の3本柱（②制度改定～介護制度利用者推移）

取得者の増加（60歳以上も）
↓ ↓

様々な職場への広がり 管理職取得者の増加
↓ ↓

取得に対する抵抗感の減

高齢者に対する新たな介護支援制度も導入
（高齢者雇用継続支援）
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制度名 内容

介護休暇
日数 要介護者1名に対し10日／年

2名以上の場合は15日／年

取得単位 半日・時間単位も可

リバイバル
休暇

日数 勤続10年未満 最大40日
勤続10年以上 最大80日

取得単位 半日単位も可

介護休業

日数 要介護者1名につき180日

取得単位 分割・半日単位も可

分割 何度でも可

給与 無給 ※雇用保険から一部給付あり

時短勤務 4.5.6.7
時間 要介護者1名につき3年間

ジョブリター
ン 概要 介護を理由に退職 ⇒ 雇用希望 ⇒ 再

雇用

＜2017年度＞＜2014年度＞
制度名 内容

介護休暇
日数 要介護者1名に対し5日／年

2名以上の場合は10日／年
取得単
位 半日単位も可

リバイバル
休暇

日数 勤続10年未満 最大40日
勤続10年以上 最大80日

取得単
位 半日単位も可

介護休業

日数 要介護者1名に対し180日
取得単
位 分割・半日単位も可

分割 何度でも可

給与 無給 ※雇用保険から一部給付あり

時短勤務 4.5.6.7
時間 要介護者1名につき180日

ジョブリター
ン 概要 介護を理由に退職 ⇒ 雇用希望 ⇒

再雇用

2020年4月から
再雇用社員も取得可能に

中抜け可能

２．両立支援の3本柱（②制度の拡充）
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～5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
～

水 私 仕事 帰省準備 夜行バス

木
私 帰省（夜行バス）

レンタ
カー
（借）

病院
（退
院）

通院・処方付添い
（持病）

付添い
入居・手続き

買出し、部屋の整理
身の回り世話

レンタカー
（返） 兄弟、親戚連絡

母 病院 サ高住

金
私 転居手続・連絡、自宅荷造り等 移動 付添い

（生活準備、保険契約等） 移動・帰京（新幹線）

母 サ高住

40代男性ケース （遠距離介護・実母・要介護１）
＜介護の内容＞

自宅の維持管理、ケアマネやリハビリ先生との連絡調整、通院の付添い、金銭管理。

＜介護の工夫＞

・遠距離介護は溜まった用事をまとめて済ますので、時間がいくらあっても足りません。帰省に夜行バスを

利用し、翌日朝から活動できるようにしました。

・退院後、自宅での生活の様子を家族が見守るため、ネットワークカメラを４台設置しスマートフォンで観

察。息子には話したがらない母の生活の様子が把握できた。 利用した制度
・介護休暇 ・介護休業（介護認定申請まで）
・リバイバル休暇 ・介護相談会（2014年）＜介護する日のスケジュール＞

２．両立支援の3本柱（②制度の拡充‐制度利用の実例）

【木・金】
介護休暇

リバイバル休暇
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介護サポートプログラム

面談シート

人事担当者向け「介護離職防止アドバイザー研修」実施
「介護サポートプログラム」を円滑に運営するため、相談窓口である人事担当者の知識を深める。

２．両立支援の３本柱（③介護サポートプログラム）

49%

24%

16%

7% 4%
上司に話した
同僚に話した

部下に話した

別の職場（所属部署以外）の先輩や友人に話した

人事担当に相談した

・介護に直面したとき、一番に相談

を受けるのは上司。
・人事担当者に相談する割合は一番

少ない。

2019年12月実施社内調査

上司向け「ダイバーシティマネジメント研修」実施
介護と仕事を両立する社員のマネジメント方法や当社の制度に関する内容を周知

2018年12月人事担当者向け研修
10



２．両立支援の3本柱（③介護サポートプログラム）
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３．新型コロナウィルスを踏まえた取組

①テレワークの拡充
②セミナー・研修のオンライン化

出勤・退勤時間
を自分の都合で
変えられる仕組
みの整備

上司の理解や制
度を利用しやすい
風土の醸成

在宅勤務の仕組
みの整備

適正な評価・処
遇により昇進・昇
格に影響が出な
いようにする

長期の介護休業
制度の整備

介護サービスを受
けるための金銭的

な支援

仕事を職場内で
シェア・共有する

仕組み

介護に関する情
報提供の実施

残業を減らすなど
働き方を改善す
る仕組みの整備

介護に関する相
談窓口の設置

系列1 28% 14% 12% 10% 9% 8% 7% 5% 4% 3%

28%

14% 12% 10% 9% 8% 7% 5% 4% 3%
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2019年12月実施社内調査

GW開催（認知介護） お盆開催（介護全般）

家族参加可

テレワークで可能となる働き方の実例
曜日 勤務形態
月 通常勤務
火 通常勤務
水 通常勤務 業務終了後、会社→要介護者自宅移動
木 テレワーク
金 テレワーク
土 遠距離介護
日 遠距離介護 要介護者自宅→自宅移動

自宅

要介護者宅

社員の声：働く時間と場所より柔軟に

場所時間
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介護にまだ直面
していない社員

情報伝達の
方法・回数の充実
「何が分からない」をなくす
介護はお互い様を醸成

介護中の社員

両立支援の
体制・種類の充実
窓口が社内外にあることを周知

制度を使える職場に

仕事と介護が両立できる組織・風土

４．取組を通じて ~整理すると~
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１．制度の拡充
・より柔軟な制度の検討（休暇・フレックス・テレワーク等）

２．情報伝達
・いつ、だれに響くかわからない・“介護”が目に触れる状況を絶やさない
・コロナウイルス感染症対策を踏まえたセミナーや説明の実施（オンライン化等）

３．介護サポートプログラム
・上司の相談対応力の向上
・相談窓口のレベルアップ

４．取組を通じて ～今後の支援策～
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ご清聴ありがとうございました。
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